フィッシング サン クチ ュ アリ オ ーナー 株式会社 岡 興 産 

岡巌 社長 

イベントを 続ける 11 年間で、 竹細工の 数 や バリエー ション 
も 増え、 制作の コツ もつ かんで きました 


1_ ろうそくの 灯り そのもの だけでは なく、 灯りが 笹竹や 周囲の 自然に 反射す る 様子 も 含 
め、 会場 全体が 舞台に 2_ ライブ イベントでは、 屋外 ステー ジ ならではの 音の 響きを 感じ 
られ ます。 初日には、 地元の 鳴 谷 山聖寳 寺が 経を 唱え、 魚の 供養を 執り行います 3_ 隣接 
する ツリー ハウスでの お化け屋敷 や 飲食物の 販売な どの 楽しみ もあります 4_ 制作 途中 
の 竹細工。 4 色の 彩色の ほか、 竹を 切る 長さ、 角度 も 工夫して います 


フィッシング サン クチ ュ アリには 4 つの 池が あり、 
初心者から 上級 者まで 釣りを 楽しめます 


併設され る カフ ヱは、 釣り 客 以外 も 利用 可能。 

こだわりの メニューが 提供され、 地域の 憩いの場 となって います 


〇 点灯 式 ボランティア 募集！ 

対象/小学生 以上 
(小学生 以下は 保護者 同伴） 
集合時間/ 16:30 
持ち物/柄の 長し、 ライター 
当日は、 注意事項 や 火の 付け 方を 
説明した 後、 順に 点灯 作業を 行います。 
足場が 悪い ところは 大人が 
点灯す るな ど、 安全 面に 配慮し ます。 

〇 サン クチ ユ アリ 竹 灯り 

9 月 22 日 (土) ，9 月 23 日 (日） 

開催 時間/ 1 7:30 〜 21 :00( 入場 無料) 
会場/フィッシング サン クチ ユ アリ 
住所/ P なべ 市 藤 原 町 山 口 1 872 
電話/ 0594-46-8820 
URL/http://go-sanctuary.com 
駐車場/ 50 台 (無料） 


にも 工夫を 凝らします。 

「制作は 忍耐の 一言。 腱鞘炎に な 
る ほど 腕が 痛くなる とき も ありま 
すが、 ひたすら 続けます」 と 準備の 
苦労を 語ります が、 最も 大変な の 
は、 並べる 工程 だとい います ◦会場 


の 設計図はありません。 社員たち 
が サポ^ — 卜 する ものの 大半は 自ら 
で 陳列。 立体感 や 奥行きを 表現し 
ながら、 約 20 日間 かけて 並べます。 

ィベントは 雨天決行。 当日の 天 
候に よっ ては、 思った とおりの 美 
しさ や 景色が 表現で きない こと 
も。 直 近の 2 年間は 天候に 恵まれ 
ず、 悔しい 思いを しました。 「どん 
な 結果に なった としても、 ろぅそ 
くに 火を 灯す 前までの 過程 全てに 
意味が あると 思い、 精一杯 準備し 
ています」 と 話します 〇 

暗闇の 中で 浮かぶ 灯りの 
温かみ や 揺れが 情緒を 誘う 

イベント 当日は、 16 時半 頃から 
点灯 ボランティアが 集まり 始め ま 


新調して います。 材料は、 東 員 町 
の 建設 現場から 譲り受けた 廃 
材 。ヵビ を 防ぐ ために 約 1 週間 
乾燥 させた 後、 切断し 細工を 施 
していき ます。 すべての 工程を 
岡 社長 一人で 担当。 毎年、 テ ー マ 
を 決めた 後、 頭の 中の ィメ ー ジ 
を 膨らませながら 準備を 進めて 
いきます。 

竹は 内部に 赤 •青. 緑の ヵラ 
1 スプレ ー を 吹き付け たもの も 
用意。 テ 1 マに 沿って、 どこに 何 色 
を 使ぅ かを 考えながら 制作し ます。 
「やはり 一番き れいな のは 竹 本来の 美 
しい 黄色。 赤は 人が 生きる 色、 青は 
静かな 色、 緑は その 中間の イメ ー ジ 
で 使います」。 また、 灯した ときの 光 
の 見え 方を 意識し、 切る 角度 や 長さ 


す ◦点灯 式には、 小学生を 中心に 毎 
年 約 loo 人が 参加。 約 1 時間 か 
けて 全てに 火を 灯します。 

「会場が 暗くなる 日没 頃から 多 
くの 人が 訪れ、 混雑し ます ◦地元の 
人には ぜひ 早い 時間から 来て ほし 
い。 だんだん 暗くなる なかで 静か 
に 浮かび上がる 灯りは、 風情が あ 
って とても 美しい のです。 点灯 ボ 
ラン テイ ア にも 参加して ください 
ね」 と 呼びかけます。 暗がりの 中に 
優しい 光が 浮かび上が ると、 火の 
温か さ、 はかない 揺れが 幻想 的な 
情景を つくりあげます 〇 
浮き桟橋に 設けられた ステ ー ジ 
では、 ライブ イベントを 開催 ◦ステ 
1 ジの 照明 や 飾り付け も テ ー マに 
合わせた 竹 灯りが 中心で、 三 線 や 
フ ォル クロ ー レの 音色が 響き渡り 

毎年 訪れる 人 も 多く、 散策した 
り 音楽に 聞き入っ たりと 思い思い 
の 過ごし 方を して 楽しみます ◦岡 
社長 も 会場を 回って 反応を 伺い ま 
す ◦「自分が 追い かけ 続けて いるき 
れいな ものを 感じた ままに 表現し 
ていきたい。 つくる まではい ろい 
ろと 考えます が、 見て 
もらぅ 人に あれこれ 説 
明したり しません。 見 
て もらって 自分の 心意 
気を 示す だけです」 と 
にこり ◦今年は 見た 人 
が 自分の ふるさとを そ 
っと 思い出す、 そんな 
温かい 風景が 見られ そ 
、っで^ OVQ 
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® © © ® ろうそくの 灯りが 映し出す ふるさ そ 

サン クチ ユ アリ 

竹 灯り 必 

毎年 9 月い なべ 市 藤 原 町の 
フ イツ シング サン クチ ユ アリで 開催され る 
「サン クチ ュ アリ 竹 灯り」。 

約 2 万 本の 竹細工に 灯る ろうそくが 

幻想 的な 風景を 織りな し、 見る 人の 郷愁を 誘います。 


11 年 続く 秋の 行事 
今年は r ふるさとの 秋」 

マス 釣りが できる スポット とし 
て 県内 外から 利用 客が 訪れる、 フ 
ィッ シング サン クチ ユ アリ。 いな 
ベ 市 藤 原 町で 生まれ 育った ォーナ 
1 の 株式会社 岡 興 産 •岡巌 社長は、 
「ふるさとに 人が 集まる 場を つく 
りたかった」 と 開設の きっかけを 
話します。 

シ ー ズンを 迎える 10 月に 先駆け 
て 開催され るの が 「サン クチ ユア 
リ竹 灯り」。 その 年々 の テ ー マに 合 
わせた 竹 灯りが 会場を 彩り、 毎年 
約 3000 人が 訪れます。 


竹 灯りは 今年で 11 回目 ◦「旅先で 
見た 竹 灯りに 感動した のが きっか 
けです」 と 岡 社長。 1 年 目は 2 〜 
3000 本の 竹細工に 入れたろう 
そくを 山の 斜面に 飾りました ◦「見 
学に 来た 女性が 『こんな 情景は 初 
めて 見た』 と、 感動しながら 話して 
いるのを 見て、 続けようと 決め ま 
した」 

10 年 目を 迎えた 昨年、 節目を 機 
に 止めようと 考えて いました が、 
数 力 月 前から 「楽しみにして いる」 
と、 嬉しい 問い合わせが 殺到 ◦「毎 
年 たくさんの 人が 見に きて くれて 
いる ことを 考える と、 簡単には 止 
めら れ ない I と、 岡 社長は 今年の 開 


催を 決意し ました。 

毎年、 岡 社長が 旅先で 見た 風景 
や 聴いた 音楽から 得た インス ピレ 
一 ~ シ ヨンを もとに テ^  — マを 決定。 
11 回目を 迎える 今年の テ^  — マは 
「ふるさとの 秋」。 「藤 原 町の 秋と い 
え ば 彼岸花 ◦咲き 始める と 空が 澄 
み、 このまち に 秋の 風が 吹きは じ 
める のです」 とほ ほ 笑みます。 

当日まで 全力を 尽くし 
ほとんど 一人で 制作 

期間 中は、 ろぅそくの 光が 優し 
く 会場を 照らします。 池の 周囲 や 
山の 斜面、 駐車場な ど 敷地 全体に 
約 2 万 本を 設置 ◦その 半数を 毎年 


